
                                2013年 4月 26日 

OPIE’13 宇宙・天文光学 EXPOに出展致しました。 

 

2013年 4月 24日～26 日、パシフィコ横浜（住所：神奈川県 横浜市西区みなとみらい 1-1-1） 

にて開催されました「OPIE’13 宇宙・天文光学 EXPO」京都大学ブースに、当社が加工した 

分割鏡を出展しました。 

 

この分割鏡は、国立天文台岡山天体物理観測所敷地内への設置が計画されている国内最大の京大

岡山 3.8m望遠鏡計画に用いられる 18枚の主鏡のうちの１枚で、研削、研磨加工によって鏡面 

の形状精度を P-V 150nm 以下に仕上げたものです。口径 30mを超える次世代超大型望遠鏡 

への応用が可能な分割鏡方式の採用は国内初の試みとなります。 

 

ブース内では主鏡の形状測定に使用している CGH（Computer-generated Holograms）干渉計

と、天体観測時に使用される予定の極限補償光学（地球大気の揺らぎによる乱れを取り除く装置）

のデモンストレーションと合わせての展示となり、非常に多くの方に足を留めて頂きました。誠

に多数のご来場ありがとうございました。 

 




